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１ 施設の利用状況               単位：件/人 

公民館 件数 人数 

上尾 2,766 28,984 

上平 3,021 24,957 

平方 1,578 12,807 

原市 2,036 15,104 

大石 2,712 27,779 

大谷 2,661 24,369 

合計 14,774 134,000 

 

２ 主催事業                       上段事業数（件）/下段延べ参加人数（人） 

公民館 

学習機会の提供 

成果の 

活用 
合計 きっかけを作る学び 連携協働 

した学び 

地域に向き

合う学び 世代別 一般教養 文化・芸術 
健康 

スポーツ 
家庭生活 

上尾 
5 2 1 1 2 2 3 1 17 

90 22 12 38 42 64 47 - 315 

上平 
4 4 0 2 2 1 2 1 16 

75 119 0 39 41 53 13 - 340 

平方 
4 3 2 2 2 2 3 1 19 

194 91 83 100 44 101 139 - 752 

原市 
3 3 2 2 2 2 3 1 18 

114 174 40 79 107 83 158 - 755 

大石 
4 1 3 2 2 2 2 0 16 

105 5 35 50 52 48 22 0 317 

大谷 
4 0 1 2 2 1 2 0 12 

78 0 54 97 23 11 35 0 298 

※ 事業数には中止した 17 講座（新型コロナウイルスの感染拡大防止による 

中止を含む）は含みません。 
合計 

98 

2,777 

 

令和４年度上尾市教育委員会８月定例会 

報告事項３別冊 令和３年度公民館事業状況及び上尾市公民館事業評価表 
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令和３年度 公民館実施事業一覧 

 基本目標１ つくる 

１－１ 

きっかけをつくる 

ライフステージに応じた学び 

【上尾】 

わくわくドキドキ親子で燻製作り／鈴虫を育てよう／夏休み体験教

室／子ども科学教室／ふるさと学級（高齢者） 

【上平】 

親子で楽しくアロマテラピー（かがやキッズ DAY）／キミもシェフ

になろう／冬休み書初め教室／いきいき教室（高齢者） 

【平方】 

夏休みわくわく体験教室／夏休み子ども工作教室／親子手ごねパン

教室／たちばな学級（高齢者） 

【原市】 

夏休み子ども電気教室／親子で描く楽しいチョークアート／原市高

齢者学級（高齢者） 

【大石】 

親子で学ぶ人工知能／親子で学ぶしょうゆのひみつ！／キッズサイ

エンス／大石若返り学級（高齢者） 

【大谷】 

よく飛ぶ紙飛行機を作ろう！／キラキラ万華鏡を作ろう！／実物標

本で作る化石図鑑／大谷いきいき学級（高齢者） 

学習スタイルに応じた学び 

【上尾】 

ステンドグラス講座／カラーリーフを楽しむ初夏の寄せ植え 

【上平】 

健康になるための創作講座／絵本とお話のワークショップ／スポー

ツジュニアの食事／ストレッチ体操／多肉植物のリース型の寄せ植

え／オルネフラワー教室 

【平方】 

癒しのスズムシ／歴史講座 奇跡の人･塙保己一／古典文学講座／ク

リスマス吹奏楽コンサート／チョークアート／楽しいバドミントン

／初めての花架拳／トールペイント教室／多肉植物の寄せ植えイン

テリア 
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【原市】 

文学講座／報道番組の舞台裏とコミュニケーション力／トルコガラ

スで作るオリジナルプレート教室／暮らしに役立つ風呂敷講座／ス

ポーツ講演会／スッキリ！爽やか！メンズヨガ／終活講座 

【大石】 

初めての金継ぎ教室／こころを伝える書道／色彩と奥行きの美 彫

紙アート教室／健康講座「今日から貯筋」／ルーシーダットン／暮

らし潤うアロマとハーブ／かぎ針で編む春色のルームシューズ 

【大谷】 

津軽の手しごと「こぎん刺し」／気功で心と体を整えよう／自力整

体／台湾茶の魅力／いつまでも元気に歩きたい！シューフィッター

が教える「足と靴のおはなし」 

今日的課題の学び 

【原市】 

上尾市の防災／環境講座「ＳＤＧｓって何？」 

【大石】 

環境講座「海洋プラスチックごみ問題とマイクロプラスチック」 

１－２ 

人と地域の絆をつくる 

郷土理解 

【上尾】 

教養講座 郷土の有形･無形民俗文化財を知る／歴史散歩 

【上平】 

古地図探訪上尾／埼玉古墳群の魅力 

【原市】 

原市歴史講座 

【大谷】 

埼玉のかがやき「荻野吟子」 

人権教育の推進 

【上尾】 

人権講座 私たちのアンコンシャスバイアス（無意識の偏見）を考え

てみよう 

【上平】 

アンネ・フランクの足跡を訪ねる 

【平方】 

オリパラ応援企画「東京 2020 オリンピックに出場して、今思うこ

と‼」 
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【原市】 

自分らしさってなに？ 

関係各課と連携した講座 

【上尾】 

はじめてのヒンメリ（多文化）／食改コラボ講座（食育） 

【上平】 

韓国文化講座（多文化）／学んで 気付いて 始めよう フレイル予防

講座（フレイル予防） 

【平方】 

学んで 気付いて 始めよう フレイル予防講座（フレイル予防）／

野菜たっぷりおいしく減塩（食育） 

【原市】 

学んで 気付いて 始めよう フレイル予防講座（フレイル予防） 

【大石】 

インド人シェフ直伝！本格スパイシーカレー（多文化）／米利用料

理（食育） 

【大谷】 

ドイツの伝統的な菓子パン“シュトレン”を作ろう（多文化） 

基本目標２ 支える 

２－２ 

活動を支える 

グループ交流事業（公民館まつり） 

【上尾】 

サークル活動の動画紹介 

【上平】 

上平公民館展示会 

【平方】 

サークル文化展、発表会・体験会、活動紹介動画 

【原市】 

原市サークル活動紹介展 

基本目標３ つなぐ 

３－２ 

産学官民をつなぐ 

大学等教育機関との連携 

【上尾】 

薬と健康講座（日本薬科大学） 

【平方】 

パソコン教室〈入門編〉（埼玉県立上尾橘高等学校） 
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【原市】 

みんなで守ろう！家族の健康（日本薬科大学） 

【大石】 

賢い家計講座「キャッシュレス時代のお買い物にご用心」（埼玉県

金融広報委員会） 

学校・家庭・地域との連携 

【原市】 

原市日本語教室 

企業との連携 

【上尾】 

文化講座 日本茶に親しむ（お茶の矢島園）／女性のための「健康づ

くり栄養」講座（明治安田生命保険相互会社）／シニア向け スマー

トフォンで防災対策を学ぶ（KDDI 株式会社） 

【平方】 

知って得する！目からウロコの洗濯術（田辺クリーニング） 

【大石】 

介護・転倒予防筋トレ体操教室（エルサ上尾） 

【大谷】 

新型コロナウイルスと免疫力（三愛病院） 

 



点数 達成度

30 a:30　b:20　c:10　d:0

20 a:20　b:10　c:0

20 a:20　b:10　c:0

a：各事業実施 30 b：未実施の事業が１つある 20 a：各事業実施 30 a：各事業実施 30 a：各事業実施 30 a：各事業実施 30

a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30

a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 b：検討中 10 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20

a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20
b：80％以上の事業で実施
した

10

評価・合計点数 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 90 Ａ：80点以上 90 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 90

　令和３年度　公民館事業評価

調理室を活用した講座ニーズについ
ては、新型コロナの影響で出来なかっ
た状況もあった。

特色ある講座や講
座開催方法の取り
組み

講座「歴史散歩～二ツ宮・東町コース
～」では、二ツ宮・東町の名所・旧跡
や街並みの変化等の歴史を散歩しな
がら学び理解を深めた。

講座「スポーツジュニアの食事」では、
親子でアスリートを目指すために必要
な栄養や摂取の仕方を学ぶ講座を実
施した。

地元の学校や企業などと協力して、平
方地区の特色を生かした講座や、Wi-
Fi環境の整備に合わせてリモートで行
う事業の実施について調査・検討して
いる。

男性のみを対象に「スッキリ！爽や
か！メンズヨガ」を開催した。本講座は
「講座内容によっては、男性が参加し
づらい」との市民の声を受けて実施し
たもので、土曜日開催ということもあ
り、３０代～８０代と幅広い年齢層の参
加があった。

大　石 大　谷

施
策
の
柱
１
ー
１
　
き

っ
か
け
を
つ
く
る

各講座事業の実施
新型コロナの影響で３つの講座を中止
したが、それ以外の講座はすべて実
施した。

「今日的課題の学び」の事業について
は実施することができなかった。

まん延防止重点措置により、募集まで
行った後に中止となった事業、依頼
予定先の実施不可により内容を変更
した事業はあったが、未実施に該当す
る事業はなかった。

まん延防止等重点措置により３事業
を中止とした。３事業とも募集後の中
止であり、うち１事業については講師か
らの辞退により中止となったものであ
る。

上　尾 上　平 平　方 原　市

計画どおりにすべての事業を実施し
た。令和４年度も計画どおりに実施で
きるように努力していきたい。

まん延防止等重点措置により4事業を
中止とした。2事業は募集前、残り2事
業は募集後の中止であった。

講座の満足度 どの講座も概ね好評だった。引き続
き、参加者が満足できる講座を実施し
ていきたい。

どの講座も概ね好評だった。引き続
き、参加者が満足できる講座を実施し
ていきたい。

評価・合計点数

Ａ：80点以上

Ｂ：60点以上

多くの講座で「満足」が一番多いという
結果になった。

〈施策の柱1-1〉きっかけをつくる

Ｃ：40点以上

Ｄ：40点未満

評価項目

特色ある講座や講座開催方法の取り組み

補足

a:全ての事業で実施した　b:80％以上の事業で実施した　c:実施していない事業が多くある

a:取り組んだ　b:検討中　c:取り組まなかった

ほとんどの講座で満足度は高く、「や
や満足」を含めて総合すると９８％が
満足との結果だった。今後も参加者
ニーズの把握に努めて行きたい。

講座「初めての金継ぎ教室」では、器
を修復する日本古来の伝統技術を学
んだ。古くて新しい知識を得られる講
座を今後も実施していきたい。

基
本
目
標
１
　
つ
く
る

公民館運営審議会
委員意見

新型コロナウイルス感染症の影響があった中で、公民館登録サークルによる「クリスマス吹奏楽コンサート」（平方公民館）や男性を対象とした「スッキリ！爽やか！メンズヨガ」（原市公民館）、市民球場を会場として実施した「よく飛ぶ紙
飛行機を作ろう！」（大谷公民館）など、各公民館が創意工夫し、様々な講座や活動に取り組み、事業が活発に行われていたと思います。
応募者の多い講座（特に子ども向け講座）については、多くの人に受講してもらえるよう工夫や対応を行う必要があると思います。
アンケートの分析によるニーズの掘り起こしに積極的に取り組んでいる点は高い評価に値します。

「よく飛ぶ紙飛行機を作ろう!」におい
て、上平野球場を貸し切り、球場内会
議室で制作後に即時にグラウンドに飛
び出し、自身の紙飛行機を飛ばす試
みを行った。

ほとんどの講座で満足度は高く、「や
や満足」を含めて総合すると９８％が
満足との結果だった。今後も引き続
き、参加者ニーズの把握に努め、満
足して頂ける講座を実施していきた
い。

住民ニーズの把
握・見直し 講座実施後、アンケート結果を基に公

民館職員全員で講座の見直しを行
い、住民ニーズの把握に努めた。

講座実施後、アンケート結果を基に、
講座の見直しを行い、住民ニーズの
把握に努めた。

事業数が多い項目となるが、どの講座
も好評でアンケートでは８６％が満足
で、やや満足を含めると９６％の回答
だった。引き続き、参加者が満足でき
る講座を実施していきたい。

各講座事業の実施 a:各事業実施　b:未実施の事業が1つある　c:未実施の事業が2つある　d:未実施の事業が3つ以上ある

講座実施後のアンケート結果を基に、
住民ニーズの把握に努め、来年度以
降に計画する事業に反映させたい。

講座実施後のアンケート結果の分析
や受講者の生の声を聴取することによ
りニーズの把握に努め、次年度以降
の事業に盛り込みたい。

講座終了後アンケート結果を集計し、
得られた結果を今後の事業計画に生
かしている。市民ニーズの動向を確
認、修正を考えた。

講座の満足度 30 a:30　b:20　c:10　d:0
a:「満足」が70％以上　b:「やや満足」以上が70％以上　c:「やや満足」以上が50％以上　d:「やや満

足」以上が50％未満

住民ニーズの把握・見直しの実施
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点数 達成度

30 a:30　b:20　c:10　d:0

20 a:20　b:10　c:0

20 a:20　b:10　c:0

a：各事業実施 30 a：各事業実施 30 a：各事業実施 30 a：各事業実施 30 b：未実施の事業が１つある 20 a：各事業実施 30

a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30
b：「やや満足」以上が70％
以上

20 a：「満足」が70％以上 30
b：「やや満足」以上が70％
以上

20

a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20

a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20
b：80％以上の事業で実施
した

10
b：80％以上の事業で実施
した

10

評価・合計点数 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 90 Ａ：80点以上 80 Ａ：80点以上 80

新型コロナの影響で人数制限もあり、
実施出来ない状況もあった。

ドイツの暮らしや習慣文化にふれる伝
統菓子講座を安全に実施するため、
アクリル板を借用し設置した。

〈施策の柱1-2〉人と地域の絆をつくる

評価項目 補足 評価・合計点数

各講座事業の実施

特色ある講座や講
座開催方法の取り
組み

講座「食改コラボ講座～フレイル予防
料理で健康生活を～」ではフレイル予
防という社会問題となっている視点に
立って講座を開催した。

人権に関する講座では、アンネ・フラ
ンクの足跡を訪ねるというテーマで、
新しい視点から人権学習を行った。ま
た、コロナ禍の中、オンライン形式の講
座を行った。

講座の満足度
どの講座も概ね好評だった。引き続
き、参加者が満足できる講座を実施し
ていきたい。

どの講座も概ね好評だった。引き続
き、参加者が満足できる講座を実施し
ていきたい。

公民館運営審議会
委員意見

「人権講座　私たちのアンコンシャスバイアス（無意識の偏見）を考えてみよう」（上尾公民館）や「学んで　気付いて　始めよう　フレイル予防講座」（上平公民館、平方公民館、原市公民館）、「健康講座『今日から貯筋』」（大石公民館）
など、現代社会での問題を取り上げた講座を実施しており、良いと思います。
また、「アンネ・フランクの足跡を訪ねる～アムステルダム編」（上平公民館）はZoomで行われる工夫がありました。今年度は引き続きコロナ禍での事業展開になりますので、Zoom等によるオンライン講座の実施や非常事態下での対応に
ついても検討しながら、地域に根差した公民館運営を行ってください。

講座実施後のアンケート結果を基に、
住民ニーズの把握に努め、来年度以
降に計画する事業に反映させたい。

施
策
の
柱
１
ー
２
　
人
と
地
域
の
絆
を
つ
く
る

住民ニーズの把
握・見直し 講座実施後、アンケート結果を基に公

民館職員全員で講座の見直しを行
い、住民ニーズの把握に努めた。

講座実施後、アンケート結果を基に、
講座の見直しを行い、住民ニーズの
把握に努めた。

各講座事業の実施

全ての講座を実施した。
郷土理解、人権教育、関係各課と連
携した事業のすべての類型について、
事業を実施した。

計画した「郷土理解」「人権教育の推
進」に関する事業は計画どおりに実施
した。

「古文書を読む～はじめの一歩～」に
ついては、講師の体調不良のため急
遽中止とした。

「埼玉の米」にこだわった調理の講座
や、カレーづくりを通じインドの食文化
を学ぶ講座を実施した。

講座実施後のアンケート結果の分析
や受講者の生の声を聴取することによ
りニーズの把握に努め、次年度以降
の事業に盛り込みたい。

新型コロナ感染症拡大の状況下、市
民活動は制限されている。特に食べ
物づくりは制限が厳しい。そんな中、ど
うしたら安全に事業実施できるか検討
した。

a:各事業実施　b:未実施の事業が1つある　c:未実施の事業が2つある　d:未実施の事業が3つ以上ある Ａ：80点以上

Ｂ：60点以上

特色ある講座や講座開催方法の取り組み a:取り組んだ　b:検討中　c:取り組まなかった

Ｃ：40点以上

住民ニーズの把握・見直しの実施 a:全ての事業で実施した　b:80％以上の事業で実施した　c:実施していない事業が多くある

Ｄ：40点未満

まん延防止等重点措置により人権に
関する講座が未実施となった。

アンケートでは８２％が満足との回答
だった。引き続き、参加者が満足でき
る講座を実施していきたい。

「原市歴史講座」では満足が９５％、
やや満足を含めると１００％。「多様な
性と人権」ではやや満足以上が７０％
の結果だった。今後も引き続き、参加
者に満足して頂ける講座を実施してい
きたい。

開催できた講座では、多くの参加者が
「満足」を選択している。

計画した全ての事業を実施した。

計画した「郷土理解」「男女共同参
画」に関する事業は計画どおりに実施
した。基

本
目
標
１
　
つ
く
る

上　尾 上　平 平　方 原　市 大　石 大　谷

講座の満足度 30 a:30　b:20　c:10　d:0
a:「満足」が70％以上　b:「やや満足」以上が70％以上　c:「やや満足」以上が50％以上　d:「やや満

足」以上が50％未満

オリパラ応援企画は、地元の高校に
依頼し卒業生による講演をお願いし
た。また、学校で在校生の参加希望
を募り、多数の生徒の参加が実現し
た。

郷土原市の遺跡や歴史を学び、地域
への理解・愛着を深めることを目的に
「原市歴史講座」（３回コース）を開催
した。座学だけではなく、地域の寺社
の協力を得て現地見学を実施するこ
とで、文化遺産を身近に感じる機会と
なった。
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点数 達成度

20 a:20　b:10　c:0

30 a:30　b:20　c:10　d:0

20 a:20　b:10　c:0

b：団体を限る等制限を
行って実施した

20
b：団体を限る等制限を
行って実施した

20
a：希望する団体が全て参
加できた

30
b：団体を限る等制限を
行って実施した

20
c：計画はしたが実施しな
かった

10
c：計画はしたが実施しな
かった

10

a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 b：一部取り組んだ 10

c：検討中 10 c：検討中 10 a：取り組んだ 30 a：取り組んだ 30 c：検討中 10 a：取り組んだ 30

a：毎月行っている 20 a：毎月行っている 20 a：毎月行っている 20 a：毎月行っている 20 a：毎月行っている 20 a：毎月行っている 20

評価・合計点数 Ｂ：60点以上 70 Ｂ：60点以上 70 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 90 Ｂ：60点以上 60 Ｂ：60点以上 70

大　谷

基
本
目
標
２
　
支
え
る

施
策
の
柱
２
ー
２
　
活
動
を
支
え
る

公民館運営審議会
委員意見

新型コロナウイルス感染症の影響により、公民館まつりが中止となってしまいましたが、日常的に展示の機会を作る、サークル紹介の動画の活用を図るなど、新たな工夫が見られました。
公民館まつりは、公民館利用者の高齢化のため、会場設営や作品の搬入等、安全面で厳しい状態にあります。無理のない範囲で実施してください。
また、日頃公民館で活動しているサークル・団体が、より長く続けられるような支援や配慮をお願いします。

上　尾

評価項目

学習成果発表機会の環境整備

新たな情報発信への取り組み

平方地区の自治会に依頼し、文化展
開催と同時募集している事業につい
て、チラシの回覧を行った。

現在は広報あげお・ホームページへの
掲載、一部公共施設へのチラシ・ポス
ター掲示により情報提供を行っている
が、ポスター等の掲示場所を自治会
掲示板や支所出張所等にも拡大して
周知に努めた。

広報誌・市ホームページ・チラシによ
り、講座情報の発信をしている。より幅
広い世代に来館してもらいたいので、
さらなる方法を検討している。

コロナ禍で中止が続く中、文化展（作
品展示・サークル紹介映像・発表会・
体験会）を企画した。まん延防止等重
点措置により発表会・体験会は中止と
なったが令和４年度は実施したい。

新型コロナウイルス感染症防止の観
点から、規模を縮小した「サークル活
動紹介展」を開催した。７団体の作品
展示の他、サークル紹介・上尾の摘
田畑作用具紹介パネル・放課後子供
教室での作品・原市公民館事業紹介
のパネル展示などを実施した。

新型コロナ感染症拡大防止のため、
公民館まつりは実施しなかった。令和
4年度は、形態を考えながら実施した
い。

上　平 平　方 原　市 大　石

新型コロナ感染症拡大防止のため、
代替として上尾公民館で活動している
サークルの日頃の成果を、テレビモニ
ターを利用して動画で紹介した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止
の観点から、従来の公民館まつりを改
め、12団体による展示会を実施した。

講座の内容に応じて、図書館やこども
の城などの公共施設にポスター掲示
などを依頼した。

窓口や電話でのサークル紹介、講座
の紹介等、情報提供については常に
行っている。

窓口や電話にてサークル紹介や講座
情報などを提供した。

学習機会の提供 窓口や電話でサークルの紹介や講座
の情報などを提供した。

窓口や電話でサークルの紹介や講座
の情報などを提供した。

窓口や電話でサークルの紹介や講座
の情報などを提供した。

窓口や電話にてサークル紹介や講座
情報などを提供した。

新たな情報発信へ
の取り組み

現在は、広報・市ホームぺージ・チラ
シの配布で講座の発信をしているが、
幅広い世代に来館してもらえるような
発信方法を検討している。

現在は、広報・市ホームぺージ・チラ
シの配布で講座の発信をしているが、
新たな媒体やそれぞれの講座に適合
した情報提供を検討していきたい。。

調査・研究を行いサークル活動・紹介
展を計画、令和４年度に実施予定。

学習成果発表機会
の環境整備 令和4年2月中、午前９時から午後５

時まで動画で活動を紹介した。

作品の展示環境の整備に努めた。ま
た、日常的に絵手紙や生け花の展示
も行っている。

アンケート調査で参加希望のあった
サークルの活動DVDを作成し、ロビー
で映像による紹介を行い、視聴した方
から好評であった。

コロナ禍での開催のため、見学者の動
線を意識し密にならないような展示環
境の設置に配慮した。また、紹介展期
間終了後も可能な限り展示スペース
を確保し、一部であるが継続展示して
いる。

公民館まつりは実施できなかったが、
各サークルの活動が継続できるよう
に、展示スペースを確保する等した。

成果発表についても上記と同様、調
査・研究を行いサークル活動・紹介展
を令和４年度に実施予定。

学習成果発表機会
（公民館まつり等）
の提供

〈施策の柱2-2〉活動を支える

学習機会の提供

補足

a:取り組んだ　b:一部取り組んだ　c:取り組んでいない

a:取り組んだ　b:取組予定　c:検討中　d:取り組んでいない

a:毎月行っている　b:毎月ではないが行っている　c:ほとんど行っていない

評価・合計点数

Ａ：80点以上

Ｂ：60点以上

Ｃ：40点以上

Ｄ：40点未満

学習成果発表機会（公民館まつり等）の提供 30 a:30　b:20　c:10　d:0
a:希望する団体全てが参加できた　b:団体を限る等制限を行って実施した　c:計画はしたが実施しなかっ

た　d:実施も計画もしなかった
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点数 達成度

20 a:20　b:15　c:10　d:0

20 a:20　b:10　c:0

20 a:20　b:15　c:10　d:0

a：毎日実施 20 a：毎日実施 20 b：定期的に実施 15 a：毎日実施 20 a：毎日実施 20 a：毎日実施 20

a：定期的に実施 20 a：定期的に実施 20 a：定期的に実施 20 a：定期的に実施 20 a：定期的に実施 20 a：定期的に実施 20

a：70％以上実施 40 a：70％以上実施 40 a：70％以上実施 40 b：50％以上実施 30 a：70％以上実施 40 a：70％以上実施 40

a：70％以上実施 20 a：70％以上実施 20 a：70％以上実施 20 a：70％以上実施 20 a：70％以上実施 20 a：70％以上実施 20

評価・合計点数 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 95 Ａ：80点以上 90 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 100

評価・合計点数

Ａ：80点以上

Ｂ：60点以上

Ｃ：40点以上

Ｄ：40点未満

〈施策の柱2-3〉

評価項目

公共施設日常点検の実施

消防点検の実施

備品管理

補足

a:毎日実施　b:定期的に実施　c:不定期に実施　d:未実施（未提出）

上　尾 上　平 平　方 原　市 大　石 大　谷

令和３年度に大きな修繕は予定して
いなかったが、小規模で優先順位の
高いものは期待以上に実施できた。

築３４年が経過し、老朽化が著しい施
設であり、日々各所に不具合が発生し
ており、その都度迅速な対応に努めて
いる。また高額な費用を要する外壁
や天井等の修繕も必要な時期に来て
いる。

公民館運営審議会
委員意見

公民館は施設の老朽化が進んでいますが、この評価ではその点を踏まえての評価がありません。修繕や改修が進められていることは評価できますが、老朽化していることを踏まえた評価になるとより良いと思われます。

毎月点検を実施し、チェックシートを
提出している。

毎月点検を行うとともに、利用者も参
加した消防訓練を年２回実施するな
ど万全を期している。

定期的に消火器の位置や火災の場
合の役割分担などの確認をしている。
消防訓練は、消防署と連携し的確に
実施している。

毎月点検を行うとともに、支所職員と
図書室スタッフも参加する消防訓練
を年２回実施している。昨年９月１日
から指定避難所となったため地域住
民たちと避難所班による合同避難訓
練についても1回実施した。

大石公民館は老朽化が進んでいる。
さまざまな箇所が故障することが多く
なっているが、その都度適切に対応し
ている。

老朽化が著しい施設であり、日々各所
に不具合が発生しており、その都度迅
速な対応に努めている。また高額な
費用を要する街路灯や水銀灯照明
改修などの修繕も必要な時期に来て
いる。

備品管理
適切な備品管理ができた。 一部廃棄の必要な備品がある。 適切な備品管理ができた。

現存備品と台帳の突合・整理を行い、
適切に管理しているが、一部充足して
いない備品もある。

適切な備品管理ができた。また適宜
見直しをしていきたい。

適切な備品管理ができている。

毎日、消防点検を実施している。今後
は、いざというときに対応できるよう公
民館職員全員が点検を行う予定。

消防署と連携して消防訓練を行うな
ど、適切に実施している。基

本
目
標
２
　
支
え
る

施
策
の
柱
２
ー
３
　
学
び
の
場
を
支
え
る

修繕・改修の実施
文化センターが管理しているため上尾
公民館では修繕をしていない。必要な
場合は、生涯学習課で修繕を実施す
る。

計画的な修繕を実施している。なお、
一部修繕が必要な部分については、
取り組みが必要である。

消防点検の実施

a:定期的に実施　b:不定期に実施　c:未実施（未提出）

公共施設日常点検
の実施 平日については、毎日点検を実施し

チェックシートに記入している。
職員によって日常的に施設の点検を
行っている。

毎月点検を実施し、チェックシートを
提出している。また、毎日ではないが
施設外周の点検を行っている。

施設外周・駐車場も含めて、毎日施
設点検を実施している

掃除を兼ねた毎日の点検を実施して
いる。また、毎月1回公共施設日常点
検チェックシートを作成、提出してい
る。

施設外周・駐車場も含めて、毎日施
設点検を実施している

a:70％以上実施　b:50％以上実施　c:30％以上実施　d:30％未満実施

修繕・改修の実施 40 a:40　b:30　c:20　d:10 a:70％以上実施　b:50％以上実施　c:30％以上実施　d:30％未満実施
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点数 達成度

30 a:30　b:20　c:10　d:0

20 a:20　b:10　c:0

20 a:20　b:10　c:0

a：各事業実施 30 b：未実施の事業が１つある 20 a：各事業実施 30 a：各事業実施 30 a：各事業実施 30 a：各事業実施 30

a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30 a：「満足」が70％以上 30
b：「やや満足」以上が70％
以上

20
b：「やや満足」以上が70％
以上

20
b：「やや満足」以上が70％
以上

20

a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20 a：取り組んだ 20

a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20 a：全ての事業で実施した 20
b：80％以上の事業で実施
した

10
c：実施していない事業が
多くある

0

評価・合計点数 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 90 Ａ：80点以上 100 Ａ：80点以上 90 Ａ：80点以上 80 Ｂ：60点以上 70

評価・合計点数

各講座事業の実施 a:各事業実施　b:未実施の事業が1つある　c:未実施の事業が2つある　d:未実施の事業が3つ以上ある Ａ：80点以上

原　市 大　石 大　谷

Ｂ：60点以上

特色ある講座や講座開催方法の取り組み a:取り組んだ　b:検討中　c:取り組まなかった

Ｃ：40点以上

住民ニーズの把握・見直しの実施 a:全ての事業で実施した　b:80％以上の事業で実施した　c:実施していない事業が多くある

Ｄ：40点未満

〈施策の柱3-2〉産学官民をつなぐ

評価項目 補足

公民館運営審議会
委員意見

「薬と健康講座」（上尾公民館）や「みんなで守ろう！家族の健康」（原市公民館）、「新型コロナウイルスと免疫力」（大谷公民館）など、タイムリーな講座が実施されていて良いと思います。
今後も産学官民をつなぐ魅力的な講座の実施をお願いします。

講座実施後のアンケート結果を基に、
住民ニーズの把握に努め、来年度以
降に計画する事業に反映させたい。

講座実施後のアンケート結果の分析
や受講者の生の声を聴取することによ
りニーズの把握に努め、次年度以降
の事業に盛り込みたい。

平　方

満足度で書いたとおり、１つの講座の
満足度で「満足」よりも「やや満足」の
方が多くなってしまったものがある。ま
だまだニーズを把握しているとは言い
難い。さらに見直しをしていく。

アンケートで今後希望する講座につい
ては新型コロナの関係で実施出来な
かった。

「満足」よりも「やや満足」の方が多く
なった事業がある。「満足」が最も多く
なるように努力したい。

ほとんどの講座で満足度は高く、「や
や満足」を含めて総合すると９8％が
満足との結果だった。今後は、多種多
様な年代の方が参加したくなるような
講座の実施向けて企画して行きたい。

特色ある講座や講
座開催方法の取り
組み

講座「薬と健康講座」では専門家を招
き、正しく理解できた。

講座「韓国文化講座～食で感じるお
正月」では、市内在住の韓国籍市民
を講師に、韓国の歴史や文化を料理
を作ることで学んだ。

パソコン教室については学校の校舎
内で開催しており、大変好評であるこ
とから例年どおりとした。来年度以降の
新規講座では取り組みを検討する。

保険年金課との連携により、「フレイル
予防講座」を開催した。健康チェック
やフレイルチェックを行うことで受講者
はより実効性のある目標を設定でき、
栄養士・理学療法士・歯科衛生士な
どからより専門的な指導が受けられ
た。

時代のニーズに合わせ、トピックとなる
ものを選別していること、またターゲット
の年齢を考慮し、興味のあるもので講
座を組んだ。

「新型コロナウィルスや感染症につい
て詳しく知りたい」との声に応じた講座
を現場を熟知した病院と協力し実施し
た。

計画した事業を実施した。
大学・関係各課・地域と連携し企画し
た３事業を計画どおり実施した。

関係高齢者施設、企業との連携を実
施した。

病院と連携した講座を１事業実施し、
新型コロナで埼玉県との連携事業は
中止となった。

講座の満足度
どの講座も概ね好評だった。引き続
き、参加者が満足できる講座を実施し
ていきたい。

どの講座も概ね好評だった。引き続
き、参加者が満足できる講座を実施し
ていきたい。

アンケートでは７６％が満足との回答
で、やや満足以上では９３％となった。
引き続き、参加者が満足できる講座
を実施していきたい。

ほとんどの講座で満足度は高く、「や
や満足」を含めて総合すると９０％が
満足との結果だった。今後も引き続
き、参加者ニーズの把握に努め、満
足して頂ける講座を実施していきた
い。

基
本
目
標
３
　
つ
な
ぐ

施
策
の
柱
３
ー
２
　
産
学
官
民
を
つ
な
ぐ

各講座事業の実施

全ての講座を実施した。
学校・家庭・地域との連携事業につい
ては実施していない。今後の課題とし
ていきたい。

住民ニーズの把
握・見直し 講座実施後、アンケート結果を基に公

民館職員全員で講座の見直しを行
い、住民ニーズの把握に努めた。

講座実施後、アンケート結果を基に、
講座の見直しを行い、住民ニーズの
把握に努めた。

上　尾 上　平

講座の満足度 30 a:30　b:20　c:10　d:0
a:「満足」が70％以上　b:「やや満足」以上が70％以上　c:「やや満足」以上が50％以上　d:「やや満

足」以上が50％未満
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